
入
札
制
度
改
革
の
具
体

化
に
つ
い
て
三
点
問
う
。

同
和
特
別
枠
扱
い
の

地
域

業
者

指
定
に
よ
る
条
件
付

同和特別
地域業者

入
札
は
廃
止
せ
よ
。

新
入

札
制
度
改
善
策
の
進
捗
状
況
、

具
体
的
改
善
策
に
つ
い
て
。

元
請
と
下
請
の
請
負
受
注

に
対
し
て
透
明
性
を
高
め
る

た
め
の
市
の
役
割
に
つ
い
て
。

市
長

地
域
業
者

の
扱
い
に
つ
い
て
は
現
状
の

ま
ま
で
い
い
と
は
認
識
し
て

い
な
い
。
出
来
る
だ
け
早
期

に
課
題
の
整
理
が
さ
れ
る
よ

う
努
力
し
て
い
き
た
い
。

建
設
部
長

一
層
の
入

札
適
正
化
を
図
る
た
め
今
後

大
半
の
工
事
に
お
い
て
工
事

費
内
訳
書
提
出
の
義
務
づ
け

を
考
え
て
い
る
。

請
負
受

注
に
市
が
何
ら
か
の
役
割
を

持
つ
こ
と
は
適
切
な
行
為
で

は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

交
通
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法

に
基
づ
く
基
本
構
想
策
定
状

況
は
、
全
国
１
４
７
市
町
村

で
既
に
完
了
し
て
い
る
。
本

市
の
策
定
に
つ
い
て
問
う
。

建
設
部
長

着
手
時
期
は

未
定
で
あ
る
が
、
研
究
を
続

け
て
い
る
。

教
育
問
題
の
中
で
、
三

位
一
体
改
革

の
う
ち
義
務

教
育
費
の
国
庫
負
担
金
削
減

に
対
す
る
見
解
を
問
う
。

教
育
長

義
務
教
育
は
国

の
責
任
で
あ
り
、
財
源
の
確

保
に
つ
い
て
も
国
に
お
い
て

確
保
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
、

そ
の
上
に
地
方
が
自
由
で
柔

軟
な
教
育
が
で
き
る
よ
う
な

制
度
に
な
れ
ば
と
考
え
る
。

来
年
度
少
人
数
学
級
を

実
施
す
べ
き
で
あ
る
が
、
ど

う
考
え
て
い
る
の
か
。

教
育
長

次
年
度
も
少
人

数
授
業
を
中
心
に
さ
ら
な
る

充
実
、
発
展
を
図
り
た
い
。

少
人
数
学
級
の
成
果
、
課
題

を
十
分
注
視
し
た
い
。

プ
ー
ル
の
夜
間
利
用

を
土
、
日
曜
に
拡
大
せ
よ
。

健
康
づ
く
り
の
観
点
か

ら
、
新
た
な
教
室
、
講
習
会

を
開
設
せ
よ
。

教
育
部
長

今
後
も
勤

労
者
対
策
と
し
て
運
営
を
考

え
て
い
る
。
現
在
の
と
こ
ろ

土
日
の
夜
間
拡
大
は
考
え
て

い
な
い
。

福
祉
部
長

健
康
推
進

課
の
計
画
に
基
づ
き
事
業
の

充
実
を
図
り
た
い
。

市営住宅三山木団地の建設現場

災
害
時
に

使

え

る

災
害
時
の
対
応
に
つ
い

て
飲
料
水
と
生
活
用
水
の
確

保
が
非
常
に
重
要
で
あ
る
。

本
市
は
昔
か
ら
水
の
良
い
所

家庭での設置が少なくなっている井戸
（飯岡地区）

で
あ
り
現
在
も
使
用
出
来
る

井
戸
、
ボ
ー
リ
ン
グ
済
み
の

農
業
用
水
、
工
業
用
水
が
多

く
あ
る
。水
質
等
調
査
の
上
、

非
常
時
に
使
用
出
来
る
よ
う

に
登
録
、
確
保
し
て
お
く
必

要
が
あ
る
と
思
う
が
、
市
の

考
え
は
。

総
務
部
長

災
害
時
の
飲

料
水
の
確
保
は
市
の
上
水
道

施
設
で
行
う
事
に
な
っ
て
い

る
が
、
二
重
、
三
重
の
対
策

が
必
要
で
あ
り
、
他
市
の
事

例
も
参
考
に
本
市
の
状
況
に

つ
い
て
調
査
、研
究
し
た
い
。

市
道
薪
新
田
辺
線
、
新

田
辺
駅
前
線
は
開
通
以
来
通

行
車
両
、
歩
行
者
と
も
非
常

に
増
加
し
て
い
る
。
安
全
対

策
と
し
て
の
要
望
が
地
元
区

を
始
め
多
く
の
市
民
か
ら
も

出
て
い
る
が
、市
の
対
応
は
。

経
済
環
境
部
長

新
田
辺

駅
前
線
と
国
道
３
０
７
号
線

高
架
の
側
道
に
防
犯
灯
を
設

置
し
た
が
、
本
線
の
歩
道
に

は
一
部
街
灯
、
防
犯
灯
が
な

い
の
で
早
急
に
調
査
し
検
討

し
た
い
。

市
道
久
保
橋
田
辺
線
と
の

交
差
点
の
信
号
機
設
置
は
田

辺
署
に
要
望
を
重
ね
て
い
る

が
、
府
域
全
体
で
の
必
要
度

で
検
討
さ
れ
る
事
か
ら
今
後

も
引
き
続
き
要
望
し
た
い
。

建
設
部
長

薪
新
田
辺
線

と
新
田
辺
駅
前
線
の
接
続
す

る
急
カ
ー
ブ
に
つ
い
て
は
、

現
状
の
幅
員
の
中
で
線
形
改

良
及
び
安
全
施
設
の
設
置
等

検
討
の
う
え
、
公
安
委
員
会

と
協
議
を
行
い
平
成

年
度

中
に
実
施
し
た
い
。

児
童
の
安
全
対
策
は
、

地
域
の
人
々
に
協
力
を
要
請

し
て
、
子
供
に
挨
拶
や
安
全

パ
ト
ロ
ー
ル
等
、
市
民
ぐ
る

み
の
運
動
を
行
う
必
要
が
あ

る
と
思
う
が
、市
の
考
え
は
。

教
育
部
長

緊
急
時
の
通

報
手
段
と
し
て
ホ
イ
ッ
ス
ル

を
全
小
学
生
に
配
布
し
た
。

帰
宅
後
の
過
ご
し
方
等
に
つ

い
て
も
繰
り
返
し
指
導
を
行

い
、
警
察
や
関
係
機
関
と
の

連
携
強
化
を
始
め
と
し
て
地

域
の
み
な
さ
ん
が

地
域
の

子
供
は
地
域
で
守
る

と
い

う
気
構
え
を
持
っ
て
も
ら
う

よ
う
働
き
か
け
を
し
た
い
。

京
田
辺
市

年
度
予
算

編
成
に
あ
た
り
三
位
一
体
改

革
に
伴
う
影
響
と
対
応
は
。

市
長

三
位
一
体
改
革
は

去
る

月

日
に
政
府
、
与

党
合
意
の
全
体
像
が
示
さ
れ

た
が
、
中
身
に
つ
い
て
は
、

協
議
の
場
と
踏
ま
え
具
体
化

さ
れ
る
の
で
今
の
段
階
に
お

い
て
論
ず
る
こ
と
は
難
し
い
。

市
の
予
算
に
与
え
る
影
響
は
、

地
方
財
政
対
策
の
全
容
が
不

明
で
あ
り
予
測
す
る
こ
と
は

困
難
で
あ
る
。
指
摘
の
国
民

健
康
保
険
に
関
し
て
は
、
三

位
一
体
改
革
の
対
象
と
し
な

い
こ
と
、
医
療
保
険
制
度
改

革
に
つ
い
て
は
、
社
会
保
障

審
議
会
医
療
保
険
部
会
で
あ

研修用の茶園で改植する茶担い手
育成塾の塾生 （田辺外島）

り
方
を
研
究
す
る
と
の
こ
と

で
あ
り
、
政
府
の
対
応
は
遺

憾
で
あ
る
と
言
っ
て
い
る
。

年
度
予
算
の
目
標
と
し
て
、

財
政
健
全
化
、
都
市
経
営
、

市
民
参
画
の
視
点
に
立
っ
た

予
算
編
成
を
考
え
て
い
る
。

日
本
の
食
料
と
農
業

は
、
消
費
者
は
、

の

発
生
や
産
地
の
偽
装
、
輸
入

食
品
の
農
薬
残
留
な
ど
食
の

安
全
や
品
質
へ
の
不
安
不

信
。
生
産
者
は
輸
入
農
産
物

の
氾
濫
と
生
産
者
価
格
の
低

落
、
台
風
災
害
な
ど
経
営
の

先
行
き
不
安
で
あ
る
。
よ
っ

て
そ
の
対
策
を
求
め
る
。

市
長

農
業
を
取
り
巻
く

環
境
は
非
常
に
厳
し
い
。
農

業
政
審
（
中
間
論
点
整
理
）

は
、
担
い
手
に
絞
っ
た
集
中

的
、
重
点
的
な
施
策
と
し
て

実
施
さ
れ
る
よ
う
で
あ
る
。

本
市
で
は
、
担
い
手
制
度
の

弾
力
的
運
営
、
農
地
の
利
用

集
積
と
を
進
め
て
い
き
た
い
。

経
済
環
境
部
長

地
域
農

場
づ
く
り
を
中
心
に
農
作
業

受
託
組
織
を
育
成
し
て
い
き

た
い
。
ナ
ス
、
茶
に
つ
い
て

は
、
年
々
栽
培
面
積
が
減
少

し
て
い
る
が

、
生
産
者

と
連
携
し
対
処
方
法
を
検
討

し
た
い
。
ま
た
茶
園
の
改
植

な
ど
に
支
援
を
す
る
。

児
童
に
対
す
る
安
全
対

策
が
求
め
ら
れ
る
。
集
団
下

校
、
パ
ト
ロ
ー
ル
車
な
ど
地

域
と
と
も
に
対
応
せ
よ
。

教
育
部
長

危
機
管
理
に

つ
い
て
設
備
の
充
実
と
体
制

の
両
面
か
ら
検
討
、
改
善
を

加
え
ホ
イ
ッ
ス
ル
の
配
付
等

の
対
応
を
し
た
。
今
後

を
中
心
と
し
て
地
域
関
係

団
体
に
協
力
を
お
願
い
す
る
。

環
境
保
全
に
対
応
し
た

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
建
設
に

伴
う
循
環
型
社
会
の
構
築
に

向
け
、
市
民
と
行
政
が
と
も

に
学
び
実
践
で
き
る
施
設
に

な
る
よ
う
、
各
種
団
体
や
一

般
市
民
が
参
加
し
た
運
営
委

員
会
の
設
置
、
市
民
中
心
の

運
営
が
で
き
る
取
り
組
み
を
。

経
済
環
境
部
長

市
の
循

環
型
社
会
構
築
の
拠
点
施
設

と
な
る
よ
う
、
先
進
地
の
事

例
を
研
究
し
進
め
る
。
構
築

の
推
進
に
は
、
市
民
と
行
政

が
一
体
と
な
り
取
り
組
む
課

題
と
考
え
る
。
プ
ラ
ザ
の
運

営
は
、市
民
の
参
画
を
願
い
、

リ
サ
イ
ク
ル
工
房
、
リ
ユ
ー

ス
活
動
な
ど
３

の
推
進
、

平成 年７月に稼働した福知山市の
リサイクルブラザ

啓
発
・
研
修
・
学
習
会
の
開

催
等
の
取
り
組
み
に
も
携
わ

っ
て
も
ら
い
た
い
。

認
証
シ
ス
テ
ム

導
入
の
必
要
性
は
。
省
資
源

・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
の
直
接

的
な
面
は
も
ち
ろ
ん
、
事
務

事
業
全
般
の
中
で
も
改
善
を
。

経
済
環
境
部
長

自
治
体

に
お
け
る
環
境

取
得

は
、
地
域
の
環
境
政
策
全
般

に
関
す
る
職
員
の
意
識
向
上

も
期
待
で
き
る
と
考
え
る
。

防
災
対
策
と
緊
急
災
害

時
等
の
計
画
、
避
難
誘
導
と

避
難
訓
練
さ
ら
に
災
害
時
の

避
難
勧
告
等
の
基
準
は
。

総
務
部
長

予
知
対
応
や

情
報
伝
達
の
確
保
な
ど
が
必

要
。
防
災
マ
ッ
プ
の
周
知
徹

底
を
は
じ
め
防
災
意
識
の
高

揚
と
、
実
践
的
な
実
務
の
習

熟
を
図
り
地
域
ご
と
に
訓
練

を
実
施
。
防
災
対
策
基
本
法

が
改
正
さ
れ
市
町
村
長
に
災

害
の
避
難
勧
告
、
指
示
の
権

限
が
与
え
ら
れ
た
。
今
後
の

研
究
課
題
と
し
た
い
。

草
内
一
丁
田
池
の
全
天

候
型
多
目
的
グ
ラ
ン
ド
整
備

の
進
捗
状
況
及
び
普
賢
寺
方

面
の
多
目
的
運
動
広
場
等
の

設
置
と
計
画
は
。

教
育
部
長

ス
ポ
ー
ツ
活

動
が
円
滑
に
実
施
さ
れ
、
常

磐
苑
と
の
相
互
利
用
等
、
効

率
的
な
公
共
施
設
の
配
置
を

目
指
し
計
画
。
地
元
区
の
協

力
が
得
ら
れ
た
の
で
事
業
を

実
施
。
全
天
候
型
施
設
の
設

置
は
市
民
要
望
が
強
い
こ
と

も
十
分
承
知
。
地
盤
の
安
定

後
、
財
政
状
況
を
勘
案
し
検

討
す
る
。
南
部
地
域
の
グ
ラ

ン
ド
等
は
市
全
体
の
均
衡
あ

る
施
設
整
備
と
し
て
検
討
。

塩

貝

建
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議
員
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共
産
党
）

松
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司

議
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一
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会
）

小

林

喜
代
司

議
員
（
一
新
会
）

井

上
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議
員
（
共
産
党
）
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